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「きぬむすめ」栽培ごよみ
収量と収量構成要素の目標値
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月上～下旬移植)に適する。 3.多収である。 3.白葉枯病耐病性はやや弱いので、常発地での栽培は避ける。

4.穂発芽防止のため適期刈取に努める。 570 22.2 340 30,000 85 22.5

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月

日 5 10 15 20 25 5 10 15 20 25 5 10 15 20 25 5 10 15 20 25 5 10 15 20 25 5 10 15 20 25 5 10 15

生 有決 最 幼

育 播 種 効 高 穂

段 分定 分 形 出穂期 成熟期

階 田 植 げ げ 成

・ つ期 つ 期

区 期

分
育 苗 活 着 有効分げつ 無効分げつ 幼穂形成 穂ばらみ 登 熟

草 丈 12cm (稈長）80cm程度

１株茎数 3～4本 15本 21本 （穂数）１株当り15本 ㎡当り340本

水 やや深水 浅水 間断潅水 走り水 間断潅水 浅水 間断潅水 落水

管 中干し

理

ポ ・発芽が比較的早いので ・植え付けは株間15cm ・適切な水管理で生育促進 ・籾数過多を避け整粒歩合の高い米づくり！
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